
水上オートバイ　発航前検査チェックリスト 発航前の検査義務違反は行政処分の対象となります。

エンジン始動前の検査 年

船体の検査 　月　　日 　月　　日 　月　　日 　月　　日

1. 船体に亀裂や破損は無いですか。 □ □ □ □
2. ドレンプラグに異物の付着や損傷はありませんか。また確実に取り付けられていますか。 □ □ □ □

エンジンの検査　始動前にエンジンルーム内の換気、点検が必要です。

3. ガソリン臭はしませんか。 □ □ □ □
4. 燃料系統に損傷や漏れはありませんか。燃料の量は十分ですか。 □ □ □ □
5. エンジンオイル（潤滑油）漏れはありませんか。 また、オイルは適量ですか。（＊） □ □ □ □

　（＊）　メーカー及び、エンジンの種類によっては、エンジン始動後でないと適切なオイル量が計測できないものがあります。

　　　　　各メーカーの取扱説明書にも書かれていますが、取扱店に確認されることをお勧めします。

6. ビルジ（汚水）は溜まっていませんか。 □ □ □ □
7. ジェットインテーク、ノズルに異物が絡んでいませんか。また、損傷、ガタ、緩みはありませんか。 □ □ □ □
8. □ □ □ □
9. ハンドルにガタはありませんか。また、スムーズに左右に切れますか。 □ □ □ □

10. スロットルレバーはスムーズに作動しますか。 □ □ □ □
11. スタート、ストップ、緊急エンジン停止スイッチ類は正常に作動しますか。 □ □ □ □

救命胴衣等その他の検査

12 □ □ □ □
13 □ □ □ □

エンジン始動後の検査

エンジンの状態確認

14 マルチファンクションメータが正常に作動していますか。 □ □ □ □
15 冷却水がいつも通りの量で排水されていますか。 □ □ □ □
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バッテリターミナルは十分締め付けられていますか。また、メンテナンスフリーバッテリではない場合、液量は十分ですか。

体型にあったウェットスーツ、ライフジャケットを着用されましたか。また、シューズは履きましたか。操船者の方はゴーグル
等の目の保護やグローブも着用されましたか。

法定備品を確認し搭載されましたか。通信手段は確保されましたか。またその充電量は十分ですか。

各メーカーの取扱説明書には、ここで記載した以外の点検項目も記載されています。それらの点検も忘れずに実施してください。


